
市のようす（２月１日現在）

囗
は
前

月
比

450,646 人　　　 （ ＋330 ）

228,514 人　　　(  + 232)

222,132 人　　　 （ ＋98 ）
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宮
闕
市
長
は
明
日
六
日
、
三
月
定
例
市
議
会
を
招
集

し
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
に
は
、
六
十
三
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
元
年
度
予
算

案
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
四
十
五
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
ま
す
。

平
成
元

年
度
は
、
第
四
次
総
合

五
か
年
計
画
の

初
年
度
に
当
た
り

ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
元

年
度

予
算
案
に
は

、
「
水
と
緑
と
文
化
」

を
目
指
し
た

新
規
事
業
が
数
多
く

盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

六
日
に
招
集

さ
れ

る
三
月
定
例

市
議
会
に
上
程
さ
れ

る
主

な
議
案

は
次
の
と
お
り
で
す

。

六
十
三
年
度
補
正
予
算

マ

松

戸

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

二

回

）
＝
・
既

定

の

歳

入

歳

出

予

算

の

総

額

に

三

十

三
億

一

千

二

百

二

十

九

万

一
千

円

か

追

加

し

、

八

百

二

億

六

千

八

百

七

十

八

万

三

千

円

と

し

ま

す

。

マ
特
別
会
計
＝
由
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
六
億
四
千
三
百
九
十

五
万
七
ず

円
、
下
水
道

事
業
特

別
会
計
は
一
億
三
千
七

十
八
万

六
千
円
、
市
営
白
井
聖
地
公
園

事
業
特
別
会
計
は
二
千
四
百
三

十
五
万
二
千
円
、
参
入
保
健
事

業
特
別
会
計
は
二
千
五
百
二
十

五
万
六
千
円
、
駐
車
場
事
業
特

別
会
計
は
二
百
三
十
八
万
六
千

円
名

茄

し
ま
す
。

マ
企
業
会
計
＝
永

道
事
美

好

は

二
千
五
百
六
十
三
万
一
千
円
を

減
額
、
病
院
事
業
ふ
好

は
百
三

十
四
万
円
を
増
額
、
土
地
区
画

整
理
事
業
会
計
は
一
億
八
千
九

亘

千

七
万
円
を
減
額
し
ま
す
。

歴史公園に予定されている戸定ヶ丘(写真は戸定館)

マ
松

戸

市

役

所

部

課

設

置

条

例
・
＝

行

政

需

要

の

増

加

に

対

応

し

、

組

織

の

充

実

を

図

る

た

め

マ
松

戸

市

職

員

定

数

条

例

＝
・
業

務

量

の

増

加

に

伴
い

、

職

員
の

定

数

を

変
更

す

る
た

め

マ
松

戸

市

堕

箍

員

の

給
与

及

び

費

用

弁

償

の

支

給

に

関

す

る

条

例

…

近

隣

都
市

と
の

均
衡

を

考

慮

し

、

市

議

会

議

員

の

報
酬

等

の

額

剪

吹
定

す

る
た

め

マ
特

別

職

の
職

員
の

給
与

及

び

費

用

弁
償

の

支

給

に

関

す

る

条

例

・
＝
近

隣

都
市

と

の

均
衡

を

考

慮

し

、

特

別
職

の

職

員

の

給

料
及

び

報
酬

等

の

額

か
改

定

す

る

た

め
マ
松

戸

市

職

員

の

旅

費

に

関

す

る

条

例
・・
・
近

隣

都

市

と

の

均
衡

を

隶
慮

し

、

旅

費

忿

既

定

す

る

た

め
▽
松

戸

市

市

税

条

例

＝
・
地

方

税

法

の

改
正

に

伴
い

、

個
人

市

民

税

所

得

割

の

税

率

構

造

等

の

改

正

を
す

る

た

め

マ

松

戸

市

立

中

学

校

設

置

条

例
・
・・

小

金

中

学

校

の

過

大

規

模

を

解

消

す

る

た
め

（
小

金

北

中

学

校

を

幸

田

二

〇

六

番

地

に

建

設

）

▽

松

戸

匝

皿
高

等

学

校

授

業

料

等

徴

収

条

例
・
＝
留

学

を

許
可

さ

れ

た

者

に

つ

い

て

、
授

業

料

か
徴

収

し

な

い

こ

と

と

す

る
た

め

▽

松

戸

市

高

等

学

校

入

学

資

金

貸

付

条

例
・：
貸

付

限

度

額

を
引

き

上

げ

る

た

め

▽
松
戸
市
難
病
者
援
護
金
支

給
条

例
・
＝
援
護
金
の
額
を
引

藻
王

げ

る
た
め

▽
松
戸
市
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

支
給
条
例
…
手
当
の
額

を
引

き

上
げ
る
た
め

▽
松
戸
市
遺
児
手
当
支
給

条
例

…

手
当
の
額
を
引
脈

エ
げ

る
た
め

マ
松
戸
市
ね
た
き
り
老
人

・
ね
た

き
り
身
体
障
害
者
等
福
祉
手
当

支
給
条
例
：
キ

当
の
額
を
引
き

上
げ
る
た
め

マ
松
戸
市
国
民
健
康
保
険

条
例
・
＝

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
の

特
例

を
設
け

る
た
め

▽
松
戸
市
休
日
歯
科

診
療
所
条
例

…
休
日
歯
科
診
療

所
の
充
実
を

図
る
た
め

マ
松
戸
市
都
市
公
園

条
例
＝
・
松
戸

運
動
公
園
野
球
場
に

夜
間
照
明

設
備
を
設
置
す

る
た
め

マ
松
戸
市
下
水
道

条
例
…
公

共
下

水
道
の
処
理
区
域

を
追
加
す
る

た
め

▽
松
戸
市
消
防
団

条
例
・：
近
隣
鄒

市
と
の
均
衡
を
考

慮
し

、
消
防

団
員
の
報
酬
等
の
額

剪

吹
定
す

る
た
め

マ
松
戸
市
病
院
事

業
の
設
置
等
に

関
す

る
条
例

…
増
床
等
を
図

る

た
め

契

約
の

締
結

マ
小
金
清
志
町
排
水

路
整
備
（
そ

の

五
）
工
事
＝
小

金
清
志
町
地

区
の

浸
水
解
消
を
図

る
た
め

’
財

産

の

取

得

▽
松

戸

都

市

計

画

公

園

事

業

戸

定

が

丘

歴

史

公

園
建

設

事

業

用

地

＝
・
公

園

用

地

夕

確

保

す

る

た

め

マ
松

戸

都

市

計

画

公

園

事

業
二

十

一

世

紀

の

森

と

広

場

建

設

事

業

用

地
・
・・
公

園

用

地

を

確

保

す

る

た

め

手数料・保険料・各種税

今

月

の

納

期

は

奉
し
尿

処
理
手
数
料
第
四
期
納
期

限
・
五

月
三
大

日

納
め
忘
れ
て

い
ま
せ
ん

か
（
６３
年
度
分
）

４

市

・
県
民
税

４

固
定
資
産
税

・
都
市
計

画
税

奉

軽
自
動
車
税

早
め
に
納

付
（
納
入

）
を
お
願
い
し
ま
す
。

市 政 見 学 会 に

ご参加を

申し込みは団体で

マ
日

時
＝
・
祝
日
と
年
末
年
始
を

除
く
毎
週

水
曜
日
、
午
前
九

時
雨

役
所
正
面
玄

関
集
合

～

午
後
三
時
三
十
分

マ
コ

ー
ス
＝
市

役
所
～
健
康
増

進
セ
ン

タ
ー
～
消
防
局
～
公

設
地
方
卸
売
市
場

（
北
部
市

場
）
～
八
柱
市
民
セ
ン
タ

ー

（
昼

食
）
～
ク
リ
ー
ン
セ

ン

タ
ー
～
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
～
文
化
ホ
ー
ル

（
解

一
般
会
計
は
在
宅
歯
科
診
療
事
業
な
ど

八
・
三
％
増
の
七
百
八
十
五
億
円

平

成
元

年
度
の

予
算
案
は
、

一

般
会
計
七
百

八
十
五
億
円
、
特
別

会
計
四
百

三
十
五
億
七
万

八
千
円
、

企
業
会

計
百

四
十
四
億
九
千
九
十

九
万

九
千

円
、
合
計
一
千
三
百
六

十
四
億

九
千
百

七
万

七
千
円
で
六

・
二
％
の
伸

び
率
と
な

っ
て
い
ま

す

。一
般
会
計
の
予
算
の
使
い
道
で

は
、
土
木
費
が
全
体
の
二
五
・
二

％
を
占
め
、
次
い
で
民
生
費
一
六

・
三
％
、
教
育
費
一
六
・
三
％
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の
初

年
度
に
当
た
る
平
成
元
年
度
の
主

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
（
仮
称
）
文
化
会
館
、
郷
土
博

物
館
の
建
設
に
着
手
し

ま
す
。

開
館
は
平

成
五

年
四

月
の

予
定
。

○

坂
川
清
流

復
活

事
業
、
坂
川
水

系
水
質

浄
化
対

策
事
業
か
寇

め

ま
す
。

○

戸
定
か
丘
歴
史
公
園

を
整
備
し

、

資
料
館
な
ど
の

建
設
か
寇

め

ま

す

。

（
‥）
二
十

一
世
紀
の

森
と
広
場
の
建

設
を
進
め
ま
す

。

○

小
金
北
中
学
校
を

建
設
し
ま
す

。

○
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
し
て
い

る
家
族
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
短
期
間
滞
在
さ
せ
て
、
家

族
に
介
護
技
術
を

習
得
し
て
も

Ｇ

フ
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
促
進
事
業

（
介
護
技
術
習
得
支

援
事
業
）

を
行
い
ま
す
。

○

手
話
通
訳
者
を
市

役
所
に

お
き

安全・確実な

口座振替のご利用を南部市場

散

）
〔
四
月

か
ら
は

市
役
所
～

健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
～
公

設
地

方
卸

売
市
場

（
南
部
市
場
）

～
消

防
局
～
小

金
原
市
民

セ

ン

タ
人

昼
食
）
以
下

同
じ

〕

マ
定

辧

＝
二
十
人

（
団
体
）

マ
対

象
・
＝
町
会

・
自
い
汳
で

婦

入
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
団

体

マ
費
用

…
無
料

マ
申
込
み

…
電
話

皐

聡

課
へ

（
月
・
水
・
金
主

）
、
さ
ら
に
必

要
な
扼

汪

登

録
手
話

通
訳
者

莖

痙

尹

晏

す
。

○
ね
た
き
り
の

お
年
寄

り
へ
の
在

宅

歯
科
診
療

事
業
を

実
施
し
ま

す
。

○
従
来
の
休
日
歯
科
診
療
を
休
日

夜
間
に

移
行
し

、
さ
ら
に
土

曜

日

夜
問
を
拡
大
し

ま
す
。

○
市
立
病

院
増
築
棟
の

完
成
に
伴

っ
て

、
医
療
機
器
を
整
備
し

、
第

三
次
救

急
体
制
の

充
実
強
化
を

図

る
た

め
救
急
部
を
設
置
し
ま

す

。

平
成
元
年
度
予
算
案
な
ど
4
5
件
を
提
案

まつど

明日
6日

条
例
の
一
部
改
正

3月定例市議会を招集



ａ まつど巾第７０７号

みなさんの一票が新しい干葉をつくります

三

月
十

九
日
（
日

）
は
、
千
葉

県
知

事
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す

。

皆

さ
ん
の
一
票
が
、
明
日
の
新
し
い
干

葉
を
つ

く
り
ま
す
。

投
票
日

に
は
、
棄
権
せ
ず
必
ず
投
票
を
し
ま
し

よ
う
。

市
民
（
有
権
者
）
の
皆
さ
ん
、

千
葉
県
政
を
屁

す
大
切
な
選
挙
で

す
。
棄
権
し
な
い
で
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

〈
投

票

日

時
〉

三
月
十
九
日
百

）
午
前
七
時
～

午
後
六
時

※
市
内
九
十
五
投
票
所

〈
投

票

で

き

る

人

〉

昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
日
ま

で
に
生
あ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
十

一
月
二
十
六
日
ま
で
に
転
入
届
を

し
、
引
き
続
き

居
住
し
て
い

る
人
。

松
戸

市
の

選
挙
人
名
簿
に

登
録

さ
れ
て
い

る
人
で

、
県
内
へ
転
出

（
転
出
は

県
内
一
回
か
ぎ
り
）
し

た
人
は

、
新
住
所
地
の

市
町
村
長

の
発
行
す

る
「
居
住
証
明

書
」
を

提
示
し

、
今
ま
で
の
投
票

所
で

投

票
で
き
ま
す

。

〈

不

在

者

投

票

〉

三
月

十
九
日
の

投
票
目
に
、
出

張

・
出

産
予

定
・
旅
行
な
ど
の
理

由

芦
擾

票
で
忝

な
い
人

は
、
不

在

者
甞

霙

し
て
下

さ
い
。

マ
投
票
期
間
・
三

月

十
八
日

全

）

ま
で

マ
投
票
時

閧
・
：
午

前
八

時
三
十
分

～
午
後
五
時

※
土
・
日

曜
日

も
行
っ
て

い
ま
す

。

マ
投
票
場
所
・
＝
市

役
所

本
館
二
階

大
会
議
室

※
支
所
で

は
不
在
者
投
票
は
で

き

ま
せ
ん
。

マ
持
参
す
る
も
の
・
＝
印
鑑

・
投
票

所
整
理
券
（
郵
送
さ
れ
て
い

る

人

）

平
成
元
年
度

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
元

年
度
の
固

定
資
産
課

税
台
帳
を
関
係
者
に
お
見

せ
し

て
い

ま
す
。

こ

の
期
間
に
評
価
額
な

ど
を

確
か
め
て
下

さ
い
。

マ

期
間
＝
・
三
月
二
十
日
月

）
百

腥
祝
日

は
除
く
〕
ま
で

マ

時
間
＝
・
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五

時
（
土
曜
日
は
午

後

零

時
三

十
分
ま
で

）

▽
場

所
・
＝
資
産
税
課
（
市
役
所

〈

選

挙

公

報

〉

新
館
二
階
）

▽
審
査
の

申
し
出
…

地
目
の
変

換
・
分
合
筆
、
家
屋
の

新
・
増

築

な
ど
新
た
に
課
税

さ
れ

る

物
件
に

つ
い
て
評
価
額
な

ど

に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、

三

月

三
十
日

ま
で

に
固
定
資

産

評
価

審
査
委
員
会
に
審
査

の

申
し

出
を
す

る
こ
と
が
で

き

ま
す
。

▽
詳
細
＝
・
資
産
税
課
課
税
係

選
挙
公
報
は
三
月
十
五
日
（
水

）

に

新
聞
折
り
込
み
で
配

布
し
ま
す

。

▽
詳
細
・
＝
選
挙
管
理
委
員
会

三
月
十

九
日
（
日

）
は

、
干

葉
県
知
事
選

挙

の

た
め

、
図
書
館
小
金
原
分

館
は
休
館
し

ま

す
。

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

消
費
税
の
導
入
に
伴
っ
て
、
老

齢
福
祉
年
金
・
特
別
障
害
者
手
当

な
ど
を
受
給
し
て
い
个
（
の
生
活

の
安
定
や
福
祉
の
向
上
を
図
り
、

低
所
得
の
在
宅
ね
た
き
り
老
人
な

ど
を
在
宅
介
護
し
て
い
る
人
を
支

援
す
る
た
め
に
、
臨
時
福
祉
特
別

給
付
金
（
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
下
表
参

照
）
。
支
給
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、

支
給
申
請
書
を
送
付
し
來
す
の
で

必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て

下
さ
い
。

※
基
準
日
は
平
成
元
年
二
月
一
日

マ
申
請
書
提
出
日
・
三

月
十
三
日

言

）
ま
で

マ
支
給
方
法
…
福
祉
給
付
金
①
と

介
護
福
祉
金
に
つ
い
て
は
、
支

給
対
象
者
に
支
給
申
請
書
を
送

申
請
手
続
き
は
　
３
月
６
日
～
1
3日

付
し
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
の
ち

に
支
給
し

ま
す
。
②
に
つ
い
て
は

、

生
活

保
護
受

給
者
を
対
象
に

二
月

分
の

基
準

生
活

費
と
し
て

、
ま
た

、

社
会

福
祉

施
設
入

所
者
に
つ

い
て

は
措
置

費
（
入

所
生
活

費
）
と

し

て
施
設
に
、
一
時
金
と
し
て
三
月

分
に
加
算
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

種　 顋　 と　 古　 給　 箱

Ｉ　　　福　祉　綰　付　金 II　　　介　隧　福　祉　金

支給額　　10,000円

(支給対象者１人につき)

支給額　　　50,000円

(支給対象者１人につき)

①　 対　象　者 詳　細 対　象　者 詳　細

・老齢福礼t年金受給者
・障害基礎年金受給者
（|日障害福祉年金）
・特別児奎扶養手当受給
者
一特別籘害者手当等の受
給者
・高齢（70歳以上）低所
得者
（高齢者本人または高

齢者
本人の生計を維持
している人で市叨村民

税を納め
ていない癒合）

・児童扶養手当受給者

・原爆被爆者各極手当受
給者

国民年金課
ﾉｿ

しあわせ課

刀

なかいき鴿

援 護 課
刀

市県民税非課税世帯および

均等割のみ課税世帯（家族全

員）で次の対象者がいる世帯

・在宅のねたきり老人

（65歳以上で６ヵ月以上ね

たきりの状態にある老人…

ただし３ヵ月以上の入院は

除く）

・在宅の痴呆性老人

（65歳以上で６ヵ月以上ね

たきりの状態にある老人…

ただし３ヵ月以上の入院は

除く）

・特別障害者手当等の受給者

※特別障害者手当等

| 障 害 児 福 祉 手 当

特 別 障 害 者 手 当

｜

経 過 的 福 祉 手 当

ながいき課

ﾉﾉ

しあわせ課
Ｉ　　　一　　　時　　　金

支給額　　10,000円

(支給対象者１人につき)

②　 対　象　者 詳　綰

・生活保護受給者
・社会福祉施設等入所者
・里親に委託されている

者

一養護受託者に委託され
ている老人

福祉事務所

ﾉｿ
μ

ﾉﾉ

※土曜、日曜も受け付けを実施します

(午前９時～午後５時まで)

※福祉 綰付金で①と ②が重複する場合は、 ②で支給し ます。

建
築
物
防
災
週
間
の
実
施

三
月
七
日
（
火
了

十
Ｅ
日
（
月
）

の
間

「
建
築

物
陌

火
週
間
」
を
実

施
し

ま
す
。

市
で

は
、
学
校
・

デ
パ
ー
ト

ー

ホ
テ
ル

ー
ビ
ル

な
ど
の
特

殊
建
築

物
を
対
象
と
し
た
防
災
査
察
や
通

平成元年度

市立幼稚園児再募集

高齢者学級

｢高齢化社会について考える｣

県技術改善費補助金交付申請

の技術改善計画書を募集

学
路
を
中
心
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
点
検
を
行
い
ま
す
。

災
害
の
な
い
安
全
な
街
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
詳
細
＝
獵
築
指
導
課
指
導
係

【〉再募集人員…中部小学校附属

幼稚園＝約160 人 、小金／Jヽ学

校 附属幼稚園＝約130 人

※いずれも１年保育です。

E〉詳細…学務課学務係・中部小

学校附属幼稚園S63-2569 番

・小金小学校附属幼稚園公41

－2003 番

【〉日時…３月７日・14 日・22 日

・29 日の 各火・水曜日、午後

２時～４時

l〉会場…市民会館

E〉講師…高齢者問題研究家・松

田肇氏ほか

E〉申込み…電話で社会教育課成

人教育係へ

【〉対象…新技術・新製品などに

関する技術研究または試作を

行う中小企業者

E〉申込み‥･３月31 日(金) ま でに

千葉県商工労働部工業課指導

係(S0472-23-2445 番) へ

市・県民税の申告は３月15日まで

部総務企画課（容0472-23-

4500番）へ

※定員を超えた場合は抽選を行

い、結果を返信用ハガキでお

知らせします。

浄水場施設見学会

i〉日時…６月１日(木)午前９時

30分～午後３時、千葉三越デ

パート前集合( 雨天実施)

【〉見学先…柏井浄水場( 千葉市

柏井町)

E〉対象…県営水道を利用してい

る世帯の人 口00人)

l〉費用…無料(昼食の用意あり)

r〉申込み…５月１日(月)までに

往復ハガキに参加する人全員

の住所･氏名･年齢・電話番号

を記入して〒280 千葉市長洲

1-9-1 千葉県水道局管理

新松戸駅前に公衆ト イレ

新
松
戸
駅
前
に
、
モ
ダ
ン
な
公

衆
便
所
が
二
月
二
十
六
日
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、
モ
ン
ゴ

ル
人
の
住
居
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
元
の
皆
さ
ん
が

バ

ダ

と
愛
称
を
つ
け
ま
し
た
。

側
面
を
半
円
形
に
モ
ザ
イ
ク
貼

り
し
た

バ

オ
”
は
、
ガ
ラ
ス
ブ

ロ
″
ク
を
う
ま
く
使
用
し
、
自
然

光
を
内
部
に
取
り
入
れ
る
な
ど
し

て
、
明
る
い
雰
囲
気
の
ト
イ
レ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
身
障
者
用
の
ト
イ
レ
も
設

置
さ
れ
、
手
を
便
わ
な
く
て
も
水

が
流
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。地
元
の
皆
さ
ん
の
意
見
か
取
り

入
れ
た
公
衆
ト
イ
レ
は
、
県
内
で

初
め
て
、
次
た
ひ
と
つ
新
松
戸
の

名
所
が
ふ
え
ま
し
た
。

モダンな明るいトイレガ完成しました。

2
月
2
6
日

"パオ"完成

一

3月
19日

千
葉
県
知
事
選
挙

大
切
な
位
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い
で



平成元年３月５日広報まつど

小金飛地

野　木　葉　子さん

飼い主しだいで街はきれいに
市内の年度別畜犬登録数

目
立
つ
犬
の
フ
ン
公
害

犬
を
飼
う
家
が
、
年
々
増
え
て

き
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に

伴
い
、
犬
の
フ
ン
が
公
園
や

道
な
ど
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
が

目
立
っ
て

き
ま
し
た
。

犬
を
飼
う
以

上
、
飼
い
主
が

責
任
を
持
っ
て
フ
ン

の
始
末

を
し
て
下

さ
い
。

他
人
の
迷
惑
を
考
え
、
き

れ
い
で

衛
生
的
な
環
境
を
守
り

ま
し
よ
う
。

人
間
と
犬
は
古
く
か
ら
の
友
達

で
す
。
特
に
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

家
族
の
一
員
と
し
て
か
わ
い
が
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
戸
市
内
で
は
、
こ
の
一
月
末

三

万
一
千
七
百
五
頭
も
の
犬
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
フ
ン
で
環
境
悪
化

年　　 度 登 録頭数( 頭)

昭 和58 8,554

59 9,116

60 10,388

61 10,553

62 11 ,113

63年度( １月末) 11,705

朝
と
夕
方
の
一
日
二
回
、
一
歳
に
な
る
ハ
ス
キ
ー

犬
の
荘
介
を
散
歩
さ
せ
て
い
ま
す
。

私
は
、
フ
ン
を
ち
り
紙
で
と
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
始
末
し
て
い
る
ん
で
す
。

ほ
か
の
犬
の
フ
ン
が
あ
る
と
荘
介
も
気
に
な
る
み

た
い
で
迷
惑
す
る
ん
で
す
。

散
歩
さ
せ
る
コ
ー
ス
は
、
家
の
周
り
で
す
し
、
美

し
い
環
境
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
も
の
で
す
か
ら
。

こ
の
よ
う
に
飼
わ
れ
る
犬
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
公
園
や
公
道
、

ひ
ど
い
場
合
に
は
他
人
の
玄
関
先

に
ま
で
犬
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
て

い
る
の
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

環
境
美
化
は
、
み
ん
な
の
願
い

の
は
ず
で
す
。

犬
の
フ
ン
は
、
環
境
を
悪
く
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
非
常
に
不
衛

生
で
す
。

平成元年度

市政モニターを募集

マ

仕
事
の
内
容
・
＝
市
政
へ
の
意
見

の

提
出
の
ほ
か
、
研
修
（
会
議
）

・
市
内
公

共
施
設
の
見
学
・
市

議
会
傍
聴
な
ど

▽
資
格
＝
・
市
内
に
引
き
続
三

年

以
上

居
住
し
て

い
る
二
十
歳
以

上
の
人
で

、
本
市
の
ほ
か
の
制

度
の
モ

ニ
タ
ー
に
就
任
し
て
い

な
い
こ

と

▽
定
員
・
三

十
人

マ
謝
礼
＝
・
薄
謝

だ
れ
だ
っ
て
、
公
園
や
道
に
あ

る
犬
の
フ
ン
を
見
て
、
気
持
ち
の

よ
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飼

い

主

の

モ

ラ

ル

が

大

切

犬
は
、
す
ば
ら
し
い
動
物
で
す

が
、
自
分
で
フ
ン
の
始
末
を
す
る

こ
と
は
で
章
五

ご
ん
。

飼
い
主
は
、
「
自
分
の
犬
の
フ

マ

任

期
・・
・
四

月

一
日

か

ら

一

年

間

▽

申

込

み
二

二
月

十
日
（
金

）
ま
で

に

、
（

ガ
キ

に

市

政

に
つ

い
て

の

簡

単

な

意

見

ま

た

は
モ

ニ

タ

ー
に

応

募

し

た

動

機

と

住

所

・

氏

名

（
フ

リ

ガ

ナ

）
　・

年

齢

・

職

業
・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒

二

七

一
松

戸

市

根

本

三

八

七

－

五

松

戸

市

役

所

市

民

相

談

室

へ
▽

詳

細
・：
市

民

相

談

室

ン
は
自
分
で
始
末
す
る
」
と
い
う

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
正
し
く
犬
を

飼
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
の
犬
が
、
公
共
の
場
所
や

他
人
の
土
地
建
物
を
汚
す
と
県
の

条
例
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
、
必
ず

ち
り
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
フ
ン

を
処
理
す
る
物
を
持
っ
て
行
き
、

“
危
険
な
ゴ
ミ
″
の
出
し
方

自
分
で
後
始
末
し
ま
し

ょ
う

。

あ
な
た
の
犬
だ

っ
て
き

れ
い
な

公
園
や
道
を

散
歩
し

た
い

は
ず
で

す
。犬

を
正
し

く
飼
っ
て

、
美
し
く

衛
生
的
な
環
境
を
磴

持
し

ま
し

よ

▽
詳
細
＝
・
松
戸

保
健
所
食
品

衛
生

課

四
6
1－
2
1
2
1

番

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
中
身
を
抜
い
て

刃
物
や
割
れ
た

ガ
ラ
ス
な

ど
は
、

集
積
所
の
当
番
の
人
や
ゴ
ミ
を
収

集
す
る
作
業
員
に
ケ

ガ
を
さ
せ

る

危
険
性
が
あ
り
、
ス

プ
レ

ー
缶

な

ど
は
、
中
身
が
入

っ
た
ま
ま
だ

と

ゴ
ミ
収
集
車
や
圧

縮
機
の

中
で
爆

発
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
な

ど
の
爆

発
事
故

や
、
刃
物
な
ど
に
よ

る
ヶ

ガ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
み
な

さ
ん

一
人
ひ

と
り
の
協
力
が

必
要
で
す
。

市
役
所
に
は
電
車
や

バ
ス
で

二
月
・
三
月
は
、
税
の
申
告
な
ど
で
市
役
所
駐
車
場
が
た

い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
来
庁
に
は
、
電
車
や
バ
ス
を

ご
利
用
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

と
し
て
出
し
て
下

さ
い

。

○
針
や

カ
ミ
ソ

リ
の
刃

な
ど
の

小

さ
い

も
の
は

、
じ
ょ
う
ぶ

な
紙

に

包
む
か

、
プ
ラ
ス
チ

″
ク
容

器
な

ど
に
入

れ
て

、
「
燃
や
せ

な
い
ゴ
ミ
」

と
し
て

出
し
て
下

さ
い

。

○
割
れ
た
ガ
ラ
ス
を
出
す
場
合
に

は
、
新
聞
紙
な
ど
で
包
ん
で
、

ゴ
ミ
袋
に
「
ガ
ラ
ス
危
険
」
と

表
示
し
て
「
資
源
ゴ
ミ
」
と
し

て
出
し
て
下
さ
い
。

▽
詳
細
…
清
掃
第
一
課
業
務
係

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

３月

条
第
十
五
回
松

戸
市

書
道
展
・：
五
日

ま
で

奉
第

一
回
華
墨
会

水
墨
画

展
・・
七

日
～

十
二
日

奉
明
第
一
地
区
子

ど
も
作
品
展
・
＝
七
日

～
十
二
日

心
開
館

時
間
は
月

曜
・
祝
日
か
咥

く
毎
日
午
前
十
時
～
午

箜
（

時

初
日

お
よ

び
最
終
日
に

は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化

ホ
ー
ル

’
。
6
7
－
7
8
1
0

番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場
無
料

・
三
～
九

歳
く
ら
い
が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
Ｌ

さ
6
3－

９
９
９
９
番

十
七
日
十
日
九
日

三

月
八
日

期
　

日

八

柱

市

民

セ

ン

タ
ー

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

東
部
ス

ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

図
　

書
　

館
　

本
　

館

会
　
　
　

場

午

後

三

時

～

四

時

午

後
三

時

止

二
時
三

十

分

時
　
　
　
　

間

※
定
員
に
な

っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お

断
り
し

ま
す
。

▽
詳
細
…
市
立
図
書
館
四
6
5－

５
↓

１
５
番

国保松戸市立病院

看護婦・パート看護助手募集
経営・融資相談

l〉職種…①看護婦 づ隹看護婦②

看護助手

l〉年齢…①35歳まで②40歳まで

※市内医療機関勤務者はご遠慮

下さい。

E〉詳細…国保松戸市立病院庶務

課人事係S63-2171 内線2513

番

E〉日 時…３月15 囗(水) 午 前10 時

～午後４時

E〉会場…市民相談 コーナー

【〉内容…経営および融資全般

【〉相談者…中小企業経営コンサ

ルタント

【〉費用…無料

【〉詳細…商工課振興係

障害者に理解を
心 のふれあいを 大切に

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー

ル

３

月

‥川
日

か

ら

業

務

再

開

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水
了

‐
ル
は
、
三
月

十
日
（
金
）
ま
で

定
期
整
備
の
た
め

休
業
し
て

い
ま
す

が
、
十
一
日
（
土
）
か
ら
平
常

通
り
業

務
を
再

開
し

ま
す
。

マ
詳
細
…
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水

プ
ー
ル
酋
8
5－
7
1
0
0

番

街
の
美
観
・
衛
生
に
悪
影
響

危
険
な
ゴ
ミ
、
必
ず
次

の
よ

う
に
し
て

集
積
所
へ
出
し
て

下

さ
い

。

Ｏ
ス
プ
レ
１
‐
‐
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
な
ど
は
、
完
全
に
ガ
ス
を
抜

い
て

「
燃
や
せ

な
い
ゴ
ミ
」
と

し
て
出
し
て
下

さ
い
。

Ｏ
刃

物
や

陶
磁

器
の

割
れ
た
も
の

な
ど
は

、
新
聞

紙
な
ど
で
包
ん

で

、
ゴ
ミ

袋
に

「
危
険
」
と
表

示
し
て

「
燃
や
せ

な
い
ゴ
ミ
」



広報まつど

う
ち
で
も
井
戸
水
を
飲
料
水
に
使
っ
て
い

る
の
で

、

新
聞
を
見
た
と
き
に
は
驚
き
ま
し

た
。

幸
い
、
こ
の
近
辺
か
ら
は
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

が
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が

、
安
心
で
き
ま
せ
ん
。

こ

れ
以
上
地
下
水
の

汚
染
が
広

が
ら
な
い

よ
う
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

広報まつど

(単位：曙/い

旭町
恩田兵市さん

地
下
水
の

水
質
調
査

を
行
っ
た

結
果
、
暫
定

基
準
か
超

え
た
地
区

、

お
よ

び
汚
染
の

痕
跡
が
確
認
さ
れ

た
地
区
の
住
民

に
対
し
て

は
、
松

戸
保
健

所
の

協
力
か
得
で

個
別
訪

問
を
行
い

、
井

戸
水
を
飲
料
水
と

し
て
使
う

場
合
に

は
、
煮
沸
し
た

後
に
使
用

す
る
よ
う
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
町
会
か
通

じ
て

、

飲
料
指
導
や
上
水
道
転

換
な
ど
に

関
す
る
説
明
会
も
実

施
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に

、
汚
染
範
囲

が
判
明
し

た
後
、
汚
染
区
域
内
の
地
下

水
流

動
方
向
調
査
や
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ

レ

ン
な
ど
の
有
機
塩
素
系
化

学
物

質
を
使
用
し
て
い

る
事
業

所
の

調

査
、
お
よ
び
そ
の

立
入
調
査

を
行

っ
て

い
ま

す
が
、
汚
染
物
質

が
昭

和
初
期
か
ら
広
く
使
わ
れ
て
い

る

こ
と
や
使
用
事
業
所
が
隣
接
し
合

っ
て
い

た
り
、
汚
染
地
区
の
土

地

利

用
状
況
が
不

明
確
な
こ
と
な
ど

種
々
の

理
由
に

よ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
汚

染
源
を
特
定
で
き
な
か
っ

た
地
域
有

芳

ま

す
。

そ
の
た
め
、
今

後
も
引

き
続
き

原
因
調
査
を
行
う

と
と
も
に

、
市

内
事
業
所
の
有
機

塩
素
系
化

学
物

質
の
使
用
状
況

を
把
握
し

、
立
入

検
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ

り
排

水
分
析
や

溶
剤
な

ど
の

管
理

状
況

の

確
認
燉

口
昇

芦

改
善

指
導
を

強
化

し
ま
す
。

ま
た

、
蕾
ｍ
に

有
機
塩
素
系
化

学
物
質
を
取
り
扱

っ
て
い

る
事
業

所
に
つ
い
て
は

、
必
要
に

応
じ
て

公
害
防
止
協
定
を

締
結
す
る
な
ど

し
て

環
境
汚
染
の

防
止
に

努
め
て

い

ま
す
。

今
年
の

一
月
十
日
か
ら

施
行
さ

れ
た

「
千
葉

県
地
下

水
汚

染
防
止

対
策
指
導
要
綱
」
に
基

づ
き
、
各

事
業
所
へ
の
指

導
お
よ

び
地
下

水

の
汚
染
監
視
の
強
化
か
行

う
と
と

も
に
地
下
水
調
査
の

一
環
と
し
て

、

市
内

全

域

の
上

水
道

未
給

水

地

区
で
飲
料
水

を
地
下

水
だ
け
に
頼

っ

て
い

る
家
庭
を
対
象
に
、
有
機

塩
素
系
化
学
物
質
の

簡

易
検
査
を

次
の
と
お
り

実
施
し

ま

す
。

た
だ
し
、
効
果
的
な

地
下

水
調

査
片
チ

る
た
め
に
申
し
込
み

者
の

中
か
ら
検
査
対
象
者
広

巷
定
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。

マ

対
象
＝
・
市
内
の
上

水
道
未
給
水

地
区
で

、
飲
料
水
を
井
戸
水
だ

け
に
頼

っ
て
い

る
家
庭

マ
申
込
み
・
…

四

月
三

貝

月
了

五
日
（

水
）
ま
で

に

往

復
（

ガ

キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

家
族
の
人
数
・
井
戸
の
深
さ
を

明

記
し

、
〒

二
七
一
松
戸
市
根

杳

一
八
七
卜
五
松
戸
市
役
所
公

害

課
へ

り
日

程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

、

検
査

対
象
者
あ
て

に
返

信
用
（

ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
。

マ
詳

細
＝
・
公

害
課
水
質
保
全
係

今
後
の
対
応
(
井
戸
水
の
検
査
)

煮
沸
に
よ
る
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
の
除
去
効
果
（
出
典
・
環
境
庁
調
べ
）

煮
沸
時
間
別
残
留
率

松戸共同高等職業訓練校

訓 練 生 募 集

E〉科目…建築科・左官科

l〉期間…２年間

p〉費用…月2,000円(教科書支給)

※組合員以外の人は負担金があ

ります。

D・申込資格…高等学校卒業また

は経験２年以上( 校長の承認

による)

l〉申込み…３月６日～10 日の午

前10 時 ～午後３時に電話で松

戸共同高等職業訓練校( 松戸

最
近
、
新

聞
紙
上
で
「
井

戸
水
か
ら
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

等
の
有
機
塩

素
系
化
学
物
質
が
検
出
さ

れ
る
」

と
の

報
道
が
さ

れ

ま
し

た
。

井
戸
水
は
、
飲

料
水
と
し
て

も
使
わ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
と
密
接
な
関

係
を
持
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、

ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

な
ど
の

有
機
塩
素
系
化
学

物
質

が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
松
戸
市
の

地

下

水

の
汚
染

状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。

有

機
塩
素
系
化

学
物
質
で

あ
る

ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
テ
ト
ラ

ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

、
１
・
１
・
１
－

ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
タ
ン

な
ど
は
、
比

重

が
約

丁

三

上

・
六
と
大
き

く
、
水
よ
り

重
い

不
燃
性
の
強
力

な
洗
浄

力
か
痔
つ

安
定
性
の
高
い

溶
剤
と
し
て

、
金
属
・
機
械
部
品

。

の
脱
脂

、
羊
毛

・
皮
革
の
洗
浄
、

ド
ラ
イ

ク
リ

ー
ニ
ン
グ
用
洗
浄
剤

、

塗
料
・

ゴ
ム

ー
プ
ラ
ス
チ
ョ
ク
類

の
溶

剤
な

ど
に
広
く
使
わ
れ
て

い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
有
機

塩
素
系
化

学
物

質
飃

昭
和
初
期
か
ら

使
わ
れ
始

め

、
現
在
で

は
、
全
国
で
年
間
二

十
二
万

勁
あ
ま
り
生
産
さ
れ

る
ほ

か

、
一
上

回

ン

の
輸
入
も

さ
れ

る
ほ

淤
広

く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

。

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の

急

性
毒
性
は
昂

ま
り
強
く
は
な
い

の
で
す

が
、
こ

れ
ら
の
持
つ
発

ガ

ン
性

が
と
幺

足

さ
れ
て
い
ま
す

。

わ
が
国
で
は

、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界

保
健
機
構
）
で

検
討
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
同
じ
値
を
持
つ
暫
定

水

質
基
準
（
別
表
）
が
設
け
ら
元

て
い

ま
す
。

こ
れ
に
よ

る
と

、
体
重
六
十
諺

兮
の
人
が

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
皚
レ

ベ

ル
の
水
を
一
日
に
二
詔

、
一
生
涯

・
飲
み
続
け
た
場
合
の
発

ガ
ン

率
が

十
万

分
の
一
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

未
了
。

ま
た
、
十
分
ほ
ど
煮
沸
す

る
と

ほ
と
ん

芦
気

化
し
て
し

ま
い
、
検

出
不
能

な
程
度
の

濃
度
に

な
っ
て

し

事
つ
ほ
か

、
生
物
に
よ

っ
て

濃

縮
さ
れ

る
蓄
積

性
も
問
題

と
な
る

ほ
ど
で

は
な
い
の
で
す

が
、
分
解

さ
れ
に
く
く
重
い
物
質
で
あ

る
た

め
、
地
下

へ
浸
透
し
た
場
合
に
は

環
境
中
に
残
留
す
る
こ
と
に
な
り

、

長
期
的
な
視
点
で

見
る
と
問
題
と

な
る
環
境
汚

染
物
質
と
言
え
ま
す
。

設定事項対象物質 トリクロロ
エチレン

テト ラクロロ
エテレン

1.1.1- トリ
クロロエタン

厚生省
59年２月18日

水道水及び一般の飲料水に対す
る暫定水質基準

０ ．０３以下
0.01 以下 ０ ．３以下

環境庁
59年８月22日

公共用水域への排出の抑制に関

する管理目標
０．３以下 ０ ．１以下 ３以下

同上 地下浸透の防止に関する管理目
標 ０．０３以下 0.01 以下 ０ ．３以下

化　学　品　名 物　　　　　 性 用　　　　　 途

卜Ｕクロロエチレン

(別名)

卜 Ｕクレン
三塩ｲ匕エチレン

クロロホルム臭のある無色透明
の揮発性、不燃性液体。水に難

溶。エーテル、エタノールなど

たいていの有機溶剤と混和する

金属、機械部品などの脱脂洗浄

剤、一般溶剤塗料のシンナーお
よびＵムーバー、油脂や染料な
どの抽出剤、フロンガスの製造

原料、熱媒体、殺菌剤、医薬品
などの有機合成原料

テトラクロロエテレン

(別名)

バークレィン
パークロエチレン
四塩化エチレン　，

無色透明のエーテル様芳香のあ
る重い液体。エタノール、エー

テル、クロロホルム、ベンゼン
と任意の割合に混ざる。水に不

溶。不燃性、塩素と反応してヘ
キサフロルエタンを生ずる。工

タンエチレンの塩素化合物中で

は最も安定

ドライブＵ一ニンフ用洗浄剤、

金属の脱脂、洗浄剤、一般溶剤
セルロースエステルおよびエー
テルの混合物溶剤､フロンガス、

フツ素樹脂の原料

1.1.1-卜 Ｕクロロエタン

(別名)
メチルクロロホルム

無色透明の揮発性液体。クロロ

ホルム様の臭気、水に難溶で有
機溶剤に可溶、不燃性

金属、機械部品等の脱脂剤、洗
浄剤、ドラィクＵ一ニンブ用洗
浄剤、抽出溶剤、接着用溶剤、

金属切削油添加剤

ときわ平少年少女合唱団

ミニコンサート

講　演　会

｢暮らし上手になるために｣

一家族と共にー

c〉日 時…３月17 日(金) 午前10

時 ～正午

l〉会場…市民会館ホール

c〉講師…町田貞子氏

r〉費用…500 円( 前 売り450円)

じ＞詳細…松戸友の会・飛島容

65-1125 番

指さし防火で火災０

郵便貯金非課税扱いの

手続きはお済みですか

－３月31日が

申込み期限ですー

r〉対 象となる人…・昭和63 年

４月１日現在、65 歳以上の

人・ 遺族基礎年金を受 給し

ている人・ 身体障害者手帳

の交付を受けている人

c〉申込み期限… ３月31 日( 金)

l〉申 込み…市内の郵便局窓口

l〉詳細…松戸郵便局容62 －20

01 番

市　民　講　座

｢常盤平周辺のいま・むかし｣

一小金牧についてー

t〉日 時…３月18 日・25 日の各土

曜日、午前10 時 ～正午

E〉会場…常盤平市民センター第

１会議室

E〉講師…郷土史研究家・松下邦

夫氏

【〉定員…先着70 人

E〉費用…無料

E〉詳細…松戸市立図書館容65 一

5115 番

こ ども映画大会

l〉日 時… ３月29 日( 水)午 前10 時

～正午 と午後２時～４時の２

回

【〉会場…市民会館

E〉対象…小中学生 と保護者

【〉費用…無料

【〉内容‥．｢ジ ャングル大帝｣｢ チ

リンの鈴｣ ほ か

C〉定員… 各回先着1,200 人

【〉申込み…往復ハガキに住所・

氏名・電話番号・午前午後の

別・希望人数 を記入して、〒

お年寄り対象の映画会

E〉日 時…３月10 日(金) 午 後１時

l〉会場…矢切老人福祉センター

(総合福祉会館内)

l〉内容…｢ きみが輝くとき｣ 主演･

三 国連太郎

【〉対象…市内在住の60 歳以上の

t〉費用…無料

t〉詳細…矢切老人福祉センター

登68-1241 番

271 松戸市根本387-5 松戸市

役所の,こども課育成係へ

消費税の説明会

期日 時　　 間 会　 場

3/17c 午前10時～正午
と

午後２時～４時

市民劇場

22圉

23困
午前９時30分

～11時30分
市民会館

24應

27旧）

午前10時～正午

と

午後２眄～４時

東葛飾支庁28吠）

29困

【〉詳細…松戸税務署昔63-1171

番

国保松戸市立病院

パートポーター募集

E〉業務内容…医療機材運搬

1〉採用人員…65 歳までの男性を

若干名

E〉勤務時間…午前８時30 分 ～午

後５時

C〉採用方法…面接(随 時)

【〉詳細･‥市立病院庶務課人事係

S63-2171 内 線2513 番

【〉日 時… ３月25 日(土) 午 後３時

開演

E〉会場…常盤平市民センター

【〉内容…こどものための合唱組

曲｢ 日記のうた｣ ほか

E〉費用…無料

C〉詳細… ときわ平 少年少女合唱

団・加藤S84-6079 番

洗剤は石けんなど無リンのものを使おう

スクエアダンス

初心 者講習会

l〉日 時…３月11 日～５月13 日の

毎土曜日、午後６時30 分 ～８

時30 分

l〉会場…明市民センター

1〉費用…2,500 円

E〉詳細…松戸スクエアダンス普

及会・加藤062-2019 番

市小金原4-33-l)S44 一482

3番へ

日本画初心者講座

l〉日 時…第２･ 第４金曜日( ４月

から１年間), 午 前10 時 ～正 午

E〉会場…松戸共同高等職業訓練核

[〉費用…月3,0DO 円( 材料費実費)

【〉定員…20 人

D〉申込み…３月６日～10 日の午

前10 時 ～午後３時に電話で松

戸共同高等職業訓練校( 松 戸

市小金原4 -33-1) 容44 一48

23番

※ ４月14 日に 説明会を行い ます，

地
下
水
汚
染
の
対
策

井戸水の汚染を調べます

昭和63年度地下水水質定期定点調査結果

地点

番号
採水場所

トリ クロロエチレ ン

検出濃度(㎎/1) 判定

１ 七右衛門新田 0.001未満 適

２ 新松戸２丁目 0.001未満 適

３ 很　 木　 内 0.001未満 適

４ 主 水 新 田 0.001未満 適

５ ニ　 ツ　 木 0.001未満 適

６ 千 駄 堀 ① 0.001未満 適

７ 金　ヶ　 作 0.001未満 適

８ 小　 很　 本 0.001未満 適

９ 千 駄 倔 ② 0.001未満 適

10 常 盤 平 柳 町 0.001未満 適

11 五 香 六 実 ① 0.001未満 適

12 五 香 六 実 ② 0.001未満 適

13 小　　　　 山 0.001未満 適

14 和 名 ヶ 谷 0.065 不 適

15 紙　　　　敷 0.001未満 適

16 串 畸 新 田 0.001未満 適

17 栗　　　　山 0.001未満 適

18 大　　　　橋 0.001未満 適

19 高 塚 新 田 0.001未満 適

暫定水質基準等

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
と
は

ボーリングをして地下水の調査を行います

地
下
水
の
汚
染
状
況

ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

な
ど
に

よ
る
地
下
水
の
汚
染
問
題
は
、
昭

和
五
十
六
年
ご
ろ
か
ら
、
川
崎
市
、

府
中
市
、
八
王

子
市
な
ど
で

水
道

永

源
翔
の
并

口
に
水
か
ら

相
次
い
で

粢

出
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す

昭
和
五
十
七
年
度
に
環
境
庁

が
、
全
国
銃
後
と
し
で
、
千
三
百

六
十
箇
所
の
井
戸
水
と
百
三
十
九

ヶ
所
の
河
川
水
を
対
象
と
し
て
行

他
市
町
に
先
が
け
て

調
査
を
実
施

つ
た
調
査
で

も
、ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
チ

レ
ン
な
ど
の
有

機
塩
素
系
化

学
物

質
に
よ

る
汚

染
が
広

範
囲
に

広
が

っ
て
い

る
こ
と

が
判

明
し
ま
し

た

こ
の
環
境
庁
の
調
査
結
果
が
公

表
さ
れ
た
翌
昭
和
五
十
九
年
六
月

に
、
市
は
、
市
内
の
地
下
水
の
汚
染
状
況

を
把
握
し
て
市
民
生
活
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
圏
内
の

他
市
町
村
に
先
が
け
て
、
市
内
全

域
を
お
よ
そ
二
ｷ
ﾛ
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
四

方
の
網
の
目
状
に
分
割
し
、
深
井

戸
・
浅
井
戸
合
わ
せ
て
三
十
二
箇

所
の
井
戸
水
と
３
つ
の
河
川
の
水

に
つ
い
て
調
査
を
じ
っ
し
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
和
名
ヶ
谷
地
区
の
一

箇
所
か
ら
厚
生
省
の
定
め
た
水
道

及
び
一
般
飲
料
水
に
対
す
る

暫
定
水
質
基
準
を
超
え
る
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
と
テ
ト
ラ

ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン

が
検
出
さ
れ
ま
し

た

そ
の

後
も
継
続
し
て
地
下
水
の

定
点

調
査

を
行
っ
て

き
ま
し
た

が

六
士

年
五
月
に

松
飛
台
地
区
で

地
下

水
の
自
主

分
析
の
結
果
ト
リ

ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

が
、
ま
た
今
年

の

一
月
に
は

紙
敷

地
区
で

テ
ト
ラ

ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。

ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

な
ど
が

検
出
さ
れ
た
地
域
で

は
、
地
下

水

の

汚
染
範
囲
を
調

べ
る
た
め

、
あ

ら
た
め
て
数
十
ヵ

所
に

わ
た
っ
て

井
戸
水
を
調
査
し
、
そ
の
後
も
汚

染
の
濃
度
変
化

、
拡
散
状
況

な
ど

を
確
認
す
る
た
め

、
毎
年
定
点
調

査
を
行
っ
て

き
ま
し

た
が
、
汚

染

区

域
外
へ
の
拡
散
は
確

認
さ
れ
て

い

ま
せ
ん
。

ま
た
、
汚
染
が
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
地
域
に
つ
い
て
も
、
定
期
的

に
定
点
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
他
の
地
域
で
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
検
出
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

松戸市の地下水汚染
その現状と対策



広報まつど第７０７号

住

民

税

の
納

税
方

法

に
は
、
普
通
徴
収
と
特
別

徴
収
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、

皆
さ
ん

か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
申
告
書
に
基
づ
き
税
額

を
計
算
し
ま
す
。

そ
し
て
納
税
通
知
書
を

交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

税
金
を
納
め
て
い
た
だ

く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
税
は
、
直
接
市

役
所

へ

納
め
る
場
合
と
金
融
機

関
を
経
由
し
て
納
め

る
場

合
と
が
あ
り
ま
す
。

市
政
を
支
え
る
住
民
税

普
通
徴
収

普
通
徴
収
と
は
、
納
税
者
に
納

税
通
知
書
を
交
付
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
直
接
本
人
が
納
税
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
期
は
、
六
月
、
八
月
、
十
月

そ
し
て
十
二
月
の
四
回
で
す
。

四
回
で
支
払
っ
て
も
結
構
で
す

し
最
初
に
全
額
駑
祠
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

特
別
徴

収

市
民
文
化
祭
か
ら

特
別
徴
収
と
は
、
住
民
税
の
徴

収
に
つ
い
て
便
宜
が
肴
す
る
者
に

こ
れ
か
徴
収
し
て
ち
ら
つ
方
法
を

い
い
圭

‐
9
。

わ
か
り
や
す
く
言
い
毒
了
と
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
税
金
久
ｙ

杠
が
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し

市
に
納
め
る
方
法
で
す
。

納
期
は
、
六
月
か
ら
翌
年
の
五

月
ま
で
の
十
二
回
に
分
け
て
納
税

し
ま
す
。

な
お
、
給
与
所
得
の
ほ
か
に
家

賃
収
入
や
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が

あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
を
合
算
し
て

納
め
る
こ
と
が
で
奎

よ
す
。

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収

の
二
つ
の
方
法
で
納
税

す
る
方
法

給
与
収
入
の
ほ
か
に

家
賃

収
入

や
原
稿
料
の
収
入
が

あ
る
場

合
な

ど

も
特
別
徴

収
納
税
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す

。
給
与
以

外
の
所
得
が

比

較
的
少
な
い
場
合
は
こ
の

方
法

が
便
利
で

す
。

一
方
土
地
な
淤
淨

売

っ
た
場
合

の
譲
渡
所
得
や
会
社
に

勤
務
す

る

か
た
わ
ら
事
業
を
し

て
い
る
場
合

な
芦
ほ

税
額

が
多
額
に
な
り
、
給

与
の
明
細
は
も
叺
っ
た
け
れ
芦
旱

も
と
に
は
一
円
も
支
給
さ
れ
な
か

っ
た
な
ど
と
い
う
事
態
に
な
っ
て

匚
善

い
ホ
チ

。

こ
ん
な
と
き
は
、
確
定
申
告
書

の
住
民
税
、
事
業
税
欄
の
普
通
徴

収
と
い
冫

と
こ
ろ
を
○
で
囲
ん
で

い
た
だ
く
と
、
給
与
に
対
す
る
税

額
は
、
特
別
徴
収
、
そ
の
ほ
か
の

所
得
に
対
す
る
税
額
は
、
普
通
徴

収
の
二
と
お
り
で
納
税
す
る
こ
と

が
で
き
康
司

銀
行
口
座
振
替
制
度

現
代
は
、
カ
ー
ド
の
時
代
で
す
。

テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
や
シ

ョ

″
ピ
ン

ク
か
ら
海

外
旅
行
ま
で
カ
ー

ド
利

用
が
普
及
し
て

奎

よ
し
た
。

正
に

キ
ャ

″
シ
ュ
レ
ス
時
代
で

す
。多

額
の

現
金
を
所
持
す
る
こ
と

は
不

便
で

あ
り
危
険
で
も
あ
り
ま

す
。電

気
料
や

ガ
ス

料
金
の
支
払
い

に
つ
い
て
は

、
自
動
的
に
銀
行
の

市　 民　 会　 館 市　 民　 劇　 場

期日 内　　　　容 開演時間 期日 内　　　容 開演時間

５(日)ピフフノ発表会　　　☆ 10:00
５日 旭扇流美寿津会舞踊発表会 作00

７(火) 婦人講演会 13:30

10閨 松戸市明るい県政をつくる会(演説会) 18:30 11圉 ピアノ発表会 15:00

12(日) 松戸市民合唱団定期演奏会☆ 14:00 16困 ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝｻｰﾄ( 合唱)☆ 18:30

19(日)
ﾋﾟｱﾉ･エレクトーン発表会 12:00

14(火〉 山本　譲ニショー　　　　☆胆8
ピアノ発表会 18:15

16困 加藤登紀子コンサート　　 ☆ 18:30 21(火) 合唱コンサート 14:00

!7刪 松戸友の会町田貞子講演会☆ 10:00

25山

ﾋﾟｱﾉ･エレクトーン発表会 9:00

ピアノ･電子ｵﾙ ｶﾞﾝ発表会 14:00
18圉 扇会十周年舞踊発表会 10:30

ピフフノ発表会 18:30

21(火) 親子観劇会｢ふしぎな森の白雪姫｣☆ 嗣8 26(日) ﾋﾟｱﾉ･エレクトーン発表会 10:00
23内 柏南高校吹奏楽部第3 回定期演奏会 18:30 28(火) 音楽発表会 16:00

29冰） 音楽発表会 13:00
28(火) 市立松戸高校吹奏楽部第ﾌﾛ] 定期演奏会 ワ:30

30困 ﾋﾟｱﾉ･ ﾊﾞｲｵﾘﾝ 発表会 13:00

29圉 春休みこども映画大会(ｼﾞｬﾝｸﾞﾙ大脯) 10:0014:00 31鬧 ピフフノ発表会 12:30

30困 松戸東高校吹奏楽部第12回定期演奏会 17:30
4/1C土) ﾋﾟｱﾉ･エレクトーン発表会 10:30

２(日)
ﾋﾟｱﾉ･電子ｵﾙ ｶﾞﾝ発表会 13:45

31愬 河原塚中学校第1 回定期演奏会 16:30
ｱｺｰ ﾃﾞｨｵﾝｺﾝｻｰﾄ　 ☆ 18:30

4/2(日) 千草会15周年記念舞踊大会 9:30 ４(火) 音楽発表会 10:30

※市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

【〉詳細…市民会館登68-1237 ～8番、市民劇場Q68-0070 番

ま
つ
ど
の
歴
史

小
金
城
主

高
城
氏

高
城
氏
は
小

金
城
築

城
と
同
時
に

、

根
木
内
に
あ

っ
た
祈
願

所
の

遠
矢

山

大
勝
院
（
真
言
宗
）
を
城
内
鬼
門
の
位

毆
に
移
し
、
ま
た
栗

ヶ
沢
に

あ
っ
た

隷

寺
金
竜
山
広
徳
寺
（
曹
洞
宗
）
を

小
金
城
北
隣
り
の
中
金
髪

錨

上
に

移
転
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
根
木
内
の
東
撃

（
浄
土
宗
）

も
小
金
町
下
町
に
移
し
て
い
ま

ず
。

城
外
の
寺
は
何
れ
も
砦
に
疑
し
て

設
け

ら
れ
ま
す
が
、
と
く
に
東
漸
寺

に
は
胤
吉
の
第
三
子
了

学
を
住
贏

幻

せ
、
第
七
世
住
職
と
し

ま
す
。

了
学
は
そ
の
後
家

康
の
帰
依

僧
と
な

り
、
上

総
大
多
喜
の
良
信
寺
を
開
き
、

結
城
弘

経
寺
、
飯
沼

弘
経
寺
を
経
て

桑

名
の
西

岸
寺
を
開
き
、
寛
永
九
年

二

六
三
二
年
）
に
は

将
軍
家
の
御
霊

屋
で

あ
る
芝
の

増
上

寺
第
十
七
世
住

職
と
な
り

、
将
軍
家
光
の
た
び
た
び

の
厚
遇
を

得
て

寛
永
去

年
（
一
六

三
四
年
）
九

十
六

歳
で

没
し
ま
す
。

高

城

氏

の

支

配

地

域

高
城
氏
が
大
い
に
勢
力
を
拡
大
し

た
の
は
小
金
城
主
二
代
目
の
指
辰
の

と
き
で
、
ま
ず
天
文
七
年
（
一
五
三

八
年
）
の
相
模
台
の

合
戦
べ
に
珸

利

義

明
た
ち
を
撃
滅
し
て
ヽ
お
じ
た
ね
広
た

ち
の
仇
か
討

ち
、
続
い
て

永
禄
七

年

（
一
五
六
四

年
）
の
国

府
台
の
合

戦
で

は
、
安
房
の
豪
族
里
見
氏
を
徹

底
的

に

打
ち
の
め
し

ま
し
た

。

胤
辰
は
こ
の
時
の
功
労
で
永
禄
九

年
（
一
五
六
六

年
）
正
月
に
従
五
位
下
、

し
もっ
↑
　
　

じ
よ
こ
ん

下

野
守
に
叙
任

さ
れ
、
こ
の
慶
賀
の

高城氏系図

下
野
守

胤

行

－

胤

忠

越
前
守広守

「

七

吉
蔵
人

使
者
が
小
田

原
の
北
条
を
ほ

に
拓

甲

斐
の

武
田

か
ら

も
は
る
ぱ
る
小
金
城

に
や

っ
て

き
た
と
い
い
水
子

。

武
田
の
「
甲
陽
軍
鑑
」
と
い
う
書
物

に
は

、
元

亀
二
年
（
一
五
七

一
年
）
霜

月
下
旬

、
小

金
の
高
木
（
城
）
か
ら
良

き

馬
の

献
上

が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す

。
甲
斐
の
雄
武
田
氏
と
も

交
流
が

あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

高

城

氏

の

支
配

地

域

が

拡

大

し

た

の

も

こ

の

こ

ろ

で

、
永

禄

二

年
（
一

五

五

九

年

）

の

小

田

原

城

主

北

条

氏

の

「
所

領

役
帳

」
｀と

い
ラ

記

録

に

よ

る

と

、

高
城

氏

は

神

奈

川

県

高

座

郡

海

老

名

に

十

貫

文

、

横
浜

市
戸

塚

区

飯

島

町

に

十

七
貞

文

余

り

か
受

領

し

て

い

た

と

あ

り

ま

す

。

ま

た

「
古

壽

守
皿

顳

行

爵

帳

」

に

よ

る

と

、
所

領
地

域

は

先

の

地

域

の

ほ

か

に

野

田

市

南

部

地

か
ら

流

山

市

、

柏

市

、
我

孫

子

市

、
沼

南

町

、

松

戸

市

、

市

川

市

、
鎌

ヶ

谷

市

、

船

橋

市

な

ど

の

当

時

小

金

領

と
い

わ

れ

た

地

域

、

そ

れ

に

印

旛

郡

の

一

部

、

二

郷

半

領
（

埼
玉

県

三

郷

市

）
、
葛

西

領

の

う

ち

篠

崎

、

小

松

川

、
二

之

江

、

長

嶋

、

堀

切

、

立

石

、

曳

尸
、

牛

島

、

常

陸

牛

久

領

な

ど
で

あ

っ
た

と

あ

り

ま

ず
。

従
っ
て
こ
の
地
域
内
の
城
郭
は
高

城

氏

の

掌

握

下

に

あ

っ
た

の

で

す

が

、

八
千

代

市

内

の

吉

橋

城

な
μ

に石

、

高

城

一

族

の

城
で

あ

’つ
た

と

い

う

土

地

の

言

い

伝

え

が

あ

り

毒

了

。

（

参

考

資

料

・

松
下

邦

夫

著

「
松

戸

の

歴

史

案

内

」
）

筑
前
守
　

越
前
守

－

胤

正

－

某

胤
汳
－

胤
則

胤
次

（
高
城
家
資
料
に
よ

る
）

市民会館ホール　

市民劇場　　　今月のおもな催し
物

文化ホールで第15回

松戸市書道展開催

墨
痕
鮮
や
か

二
百
三
十
一
点

第15回松戸市書道展覧会が。

２月15日から今日まで文化ホ

ールで開催されています。

漢字、かな、近代詩文、て

ん刻刻字の４つの部門に分か

れ、あわせて231点の作品が出

品されました。

力作ぞろいの会場では、訪

れた人たちが熱心に作品を鑑

賞していました。

小
学
校
三
年
生
の
と
き
か
ら
書
道
を
始
め
ま
し
た
。

市
の

書
道
展
へ
の
出
品

は
今
回
で

五
回
目
で
す
が
、

（

漢
字

部
門
で

）
市

長
賞
を
い
た
だ

け
る
と
は
思
っ

て

も
い

ま
せ

ん
で

し
た
。

臨
書
を
や
っ
て

い
ま
す
の
で
、
古

典
の
雰
囲
気
を

出
せ

れ
ば
と

思
い
な
が
ら
書
い
て
い

ま
す
。 松戸新田

高中　夕貴子さん

口
座
預
金
か
ら
支
払
う
口
座
振
替

制
度
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

納
税
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
は
、
安
全
確
実
で
非

常
に
便
利
で
す
。

忙
し
い
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
、

納
期
に
な
る
と
自
動
的
に
振
り
込

み
を
し
て
ぐ
れ
ま
す
。

納
期
を
気
に
せ
ず
仕
事
が
で
き

る
大
変
便
利
な
制
度
な
の
で
、
大

い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
課
税
に
つ
い
て
は
市
民

税
課
、
納
税
に
つ
い
て
は
収
納
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

べんりな

豆知識
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囗 内 炎

口
の

中
に

何
か
で
き
て

触
れ

る
と
痛
く
、
食

事
や
歯
み

が
き
、

時
に

は
し

ゃ
べ
る
の
も
苦
痛
な

こ

と
が
あ
り
ま
す
。

数
日
で

何
も
し

な
く
て

も
治

っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
歯
科
医
院
で

診
て

も
ら

っ
た
方
が
よ
い

場
合
も
あ
り
ま

す
。カ

タ

ル

性

口

内

炎

と

ア

フ

タ

性

口

内

炎

口
の
内
で
よ
く
み
ら
れ
る
症

状
に
、
「
カ
タ
ル
性
口
内
炎
」

と
「
ア
フ
タ
性
口
内
炎
」
が
あ

り
ま
す
。

風
邪
を
ひ

い
た
時
、
体
調
を

く
ず
し
た
時
な
ど
、
唇
の
裏
側

や
歯
ぐ
き
、
上
あ

ご
が
赤
く
な

っ
て

過
敏
に

な
る
の
が

カ
タ
ル

性
、
口
の
中
の
色
々
な
所
に
、

直
径
一
下

上

示

の
丸
い
潰
篶

が
で
き

、
湊
易

り
が
赤
く
、
中

は
白
っ
ぽ
く
、
触
れ
る
と
痛
い

の

が
ア

フ
タ
で

、
や
は
り
体
調

の
悪
い

時
に
出
る
ぶ

フ
で
す

。

早

め

に

治

療

を

ア
フ
タ
が
一
つ
の
時
も
、
ま

た
、
い
く
つ
も
で
き
る
場
合
も

あ
り
、
連
続
し
て
大
き
く
な
る

時
も
あ
り
ま
す
。

多
発
し
た
り
大
き
ぐ
な
る
と

食
事
に
さ
し
つ
か
え
た
り
、
熱

が
出
た
り
し
ま
す
か
ら
早
め
に

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ

か
、
ヘ
ル
ペ
ス
性
口

内
炎
は
ウ
イ
ル
ス

に
よ

っ
て
で

き
ま
す
が
、
小
さ
い
お
子
さ
ん

の
場
合
、
高
熱
が
出
て

、
口
の

中
に

小
水
庖
が

た
く

さ
ん
で

き
、

歯
ぐ
き
は

赤
く
な

っ
て
は

れ
、

食
欲
が

無
く
な

る
場
合

が
あ
り

ま
す
。

水
分
も
余
り
と
れ
ず
、
脱
水

ぎ
み
に

な
り
ま
す
か
ら
、
早
め

に
処
置
か
受

け
て
下
さ
い

。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

松戸に相撲部屋がやって来た

鳴戸部屋が八ヶ崎で土俵開き

大相撲鳴戸親方( 元横綱隆の里)

の 鳴戸部屋がハケ畸に完成し、２

月19日( 日) 、 関係者や大勢のファ

ンらを集めて、土俵開きが盛大に

行われまし た。

鳴戸部屋は、大相撲では41 番目、

県内では市川市の大鳴戸部屋に次

いで２番目のもの。

所属している力士は、序二段・

二子桜を筆頭に、根木内中学校出

身の序ノロ・杉山らの６人。

横綱・大関を目指して、けいこ

に励んでいます。

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

茶

道

松

香

会

マ
日

時
＝
寤

週
火

曜
日

（
月
三
日

）
、

午
後
一
時
～
四

時

▽
会
早

＝
小
金
原

市
民

セ
ン
タ
ー

▽
費
用
・
＝
月
三

千
円
（
入
会
金
千
円
）

▽
詳
細
…
小
林
｛
一一
8
4－
5
7
4
5

番

松

戸

コ

ト

バ

の

会

マ
日

時
＝
・
毎
月

第
二
金
隴
日
、
午
前

十
時
～
正

午

ヱ

詈

＝
・
婦
人

会
館

マ
費
用
…
月

五
百
円
（
入
会

金
な
し

）

マ
詳
細
＝
大

壁
1
6
3－
0
0
8
5

番

木

彫

・

杉

の

会

マ
日
時
・
＝
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日
、

午
憊

時
～
五
時

ヱ

蘊

Ｔ

市
民
会
館

マ
費
用
…
月
二
千
五
百
円

（
入
会
金

千
円

）

マ
詳
細
…
上
玉
利

。。
6
3
1
0
1
2
0

番松

戸

リ

ト

ル

ー

リ

ト

ル

シ

ニ

ア

野

球
（
硬

式

）

マ
日

時
＝
袍

週
日

曜
日
、
午
前
八
時

三

十
分
～

午
後
四
時

▽
場
所
・・・
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
対
象
＝
・
リ
ト
ル

（
小
学
生

一
年
～

六

年
）
、
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

（
中
学
生

一
年
上

二
年
）

マ
費
用
…
リ
ト
ル
月
三
千
五
百
円

、

シ
ニ
ア
月
四
千
五
百
円

（
入
会
金

各
五
千
円
）

マ
詳
細
＝
・
関
根

一`
4
2－
9
0
1
9

番

松

戸

園

芸

ク

ラ

ブ

▽
日
時
・
：
毎
月
第
三
木
曜
日
、

午
後

六
時
三
十
分
～
九
時

ヱ

琺

＝
市

民
会
館

マ
費
用
…
月
千
円
（
入

会
金
二
千
円
）

マ
詳
細
＝
・
青
木
｛
－
6
1－
1
0
7
0

番

松

戸

籐

サ

ー

ク

ル

マ
日
時
・
＝
毎
月
第

一
・
第
三
火

隍
日
、

里

聊

賻

＝
干

分
⊥

上

時
三

十
分

▽
会
場
…

常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー

▽
費
用
・
＝
月
子

昌
白
円
石

釜

千
円
）

▽
詳

細
…
高

嶋
｛
一一
8
6
1
8
6
7
6
番

松

戸

太

極

拳

マ
日
時
＝
寤

週
日

曜
日

、
午
後
三
時

上
（

時

マ
会
場

：
馬

橋
市
民

セ
ン

タ
ー

マ
費
用

…
月

二
千
円

（
入

会
金
二
千

円
）

マ
詳

細
・
＝
布
盈

一一
4
1－
0
8
7
8

番

コ

ー

ル

メ

イ
（

女

声

合

唱

）

マ
日
時
・
＝
毎
週
金
曜
日

、
午
前
十
時

三
十
分

～
午
後
零
時
三
十
分

マ
会
場
＝
・
新
松
戸
青
少
年
会
館

マ

費
用
・
＝
月

二
千
五
百
円
（
入
会
金

な
し

）

マ

詳
細
：
大

沢
・
1
6
7
↓
1
7
9
8

番

松

戸

青

年

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

マ
日

時
…
毎
週
火
曜
日
、
午
後
七
時

～

九
時

▽
会

乖
：
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
費
用
二

二
ヵ

月
二

千
円

（
入
会
金

五
百

円
）

マ

詳
細
…
倉
川

。。
6
1－
3
2
8
0

番

ジ

ョ

イ

フ

ル

コ

ー
ラ

ス

マ
日

時
…
毎
週
月
曜
日
、
午
前
十

時

～
正

午

ヱ

蘊

Ｔ

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン

タ
ー

マ

費
用
…
月
二
千
五
百
円

（
入
会

金

千
円

）

マ
詳
細
二
舜

藤

’
。
6
8
－
2
5
0
4

番

並

木

の

会

マ
日

時
…
①
毎
週
水
曜
日

②
毎
週
木

曜
日

、
午
前
九
時
三
十
分
～
正

午

マ
会
場
＝
・
①
稔
台
市
民

セ
ン

タ
ー

②

小

金
市
民
セ
ン
タ

ー

マ
費
用
…
月
三
千
六
百
円

（
入
会

金

三
千
円
）

マ
詳
細
・
＝
吉
岡
四
8
4
1
3
7
1
8

番

葛

飾

吟

社

マ
日

時
…
毎
週
金

曜
日

、
午
後
二
時

～
五
時

マ
会
場
：
面

市
民
セ
ン

タ
ー

マ
費
用
・
＝
月
千
円

入

会
金
な
し

）

マ
詳
細
：
山

内

四
6
2匚
了
７
２
６

番

小
金
原
煎
茶
サ
ー
ク
ル

小
金
原
煎
茶
サ

ー
ク
ル

は
、「
煎

茶
道
と
は
ど
う
い
う

も
の

な
の
だ

ろ
う
」
と
、
疑
問
や

興
味
を
も

っ

た
人
が
集
ま

っ
て

、
昭
和
五
十
五

竺

月
に
発
足
し

ま
し

た
。

現
在
、
会
員
数
は
二
十
人
余
り

。

月
三
回
、
水

曜
日
に

小
金
原
市

民
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

っ
て
活

動
し

て
い

ま
す
。

煎
茶
は
、
私
た
ち
の
日

常
生
活

に

密
着
し
た
飲
み
も
の
で

す
。
で

も
、
煎
茶
道
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て

い

ま
せ

ん
。

煎
茶
道
の
茶
わ
ん
や

茶
た
く
は
、

白

常
使
わ
れ
て

い

る
も
の
に
比

べ

て
小

さ
く
、
片
手
に
す

っ
ぽ
り

収

ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

基
礎
か
ら
始
め
て

、
だ
ん

だ
ん

難
し
い
も
の
へ

と
、
七

点
前
お
け

い
こ
し

ま
す

。

お
茶
の
味
は

、
お
湯
の
温

度
や

点
て
る
時
間
、

お
茶
の

葉
や

水
の

種
類
な
ど
に
よ

っ
て

、
微
妙
に

異

な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
で

納
得
の
い

く
味
を
だ
す
の
は
、
た
い
へ
ん

難

し
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
が

煎
茶

道
の
魅
力
で
も
あ
る
と
い
い
ま

す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
お
茶
の

味
だ
け
で

な
く
、
仲
間
と
の
交

流

も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

毎
年
行
わ
れ
て

い
る
お
茶
会
に

向
け
て

、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で

、
お
け

い
こ
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル

心が落ち着きます

最
初
は
、
小

さ
な
お
茶
杓
ん
が

な
じ
ま
ず
、
手

ガ
と
て
も
大

き
く

感
じ
ら
れ
た
ほ
ど
で
し

た
。

で
も
、
手
に
な
じ

む
に
つ

れ
て

煎
茶
道
の
楽
し
さ
が
分
か
っ
て

き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

自
分
で
満
足
の
い

く
味
は
、
な

か
な
か
だ
せ
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ

ん
に

「
お
い

し
い
わ
」
と
言
っ
て

い
た
だ

け
る
と
、
や
っ
ぱ
り
う
れ

し
い
で

す
ね
。

▽
連

絡
先
・・
・
藤

沢
酋
8
4－

１
１
６

８
番

常

盤

平

藤
沢
　

明
美
さ
ん

ハイ・こちら内線600番

まちの話題をお知らせください。
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育 児 講 座

大相撲松戸場所

【〉日時…４月９日(日) 午前７時

から

r〉会場…運動公園体育館

【〉費用…Ａ席=  32,000円 ／枡，

Ｂ席二= 20,000円 ／枡，２階Ｂ

=  5,000円 ／席

E〉申込み…３月15 日(水) までに

所定の予約票を郵送( 当 日消

印有効) またはファクシミリ

Q67-8333 番( 当 日到着分) で

【〉詳細…( 社) 松戸青年会議所大

相撲事務局a61 ―4584 番

婦人講演会

｢親の愛・子どもの夢｣

C〉日時…３月７日(火)午前10時

30分～午後Ｏ時30分

E〉会場…市民劇場

1〉詳細…倫理研究所東葛支所・

狩野S64 ―7536番

松戸市民合唱団

定期演奏会

E〉日 時… ３月12 日( 囗)午 後２時

開演

E〉会場…市民会館ホール

【〉曲目…バッハ｢ モ テットⅢ｣ 、

オペラ合唱曲、季節へのまな

ざし、日本の歌

【〉費用…500 円

※市内の中学･ 高 校･大 学の合唱

関係者は無料

【〉詳細…朝倉043 ―0573 番

青年講座「映画会」

【〉日時…①３月15 日(水)② ３月

17 日( 金) 、いずれも午後６時

30分開場、７時開演

【〉会場…市民劇場

E〉内容…①｢ 幸福の黄色いハン

カチ｣ 高倉健主演②｢ 生 きて

る限り僕は負けない｣ ア ジア

映画祭金馬賞受賞( 劇場未公

開)

【〉費用…無料

【〉申込み…当日会場で

E〉詳細…社会教育課青少年婦人

係

ジョイントコンサート

【〉日時…３月16 日(木) 午後６時

30分開演

E〉会場…市民劇場

E〉費用…300 円( 全席自由)

l〉詳細…松戸市合唱連盟・吉見

mi ―9566 番

ともしび読書会

E〉日時…３月16日(木)午前10時

～正午

【〉会場…婦人会館研修室

[〉費用…500円

E〉テキスト…｢ おとうと｣ 幸田

文著

E〉申込み…電話で松岡S41

1987番へ

日本画･書道裏打ち講習会

1〉日 時… ３月26 日( 日)午 前10 時

～午後４時

E〉会場…市民会館301 号室

【〉費用…2,500 円

【〉定員…先着60 人

【〉申込み…３月13 囗(月) ま でに

現金書留で〒270 松戸 市八ヶ

崎1048 松 戸書道教育連盟・宇

高桂堂(S41 ―5920 番) へ

松戸史談会

三郷市の文化財･史跡探訪

l〉日 時… ３月12 日( 日)午 後１時

〔雨天の場合は19 日( 日)〕

|〉集合場所…三郷市戸ヶ崎香取

神社境内( 松 戸駅西口から戸

ヶ崎行 きバスで香取神社バス

停で下車)

l〉コース…香取神社‐ 西福寺一

常楽寺一観音寺一浅間大神の

石碑一徳仙塚。全3km 、徒 歩

２時間30分

r〉費用…300 円( 資料配布)

E〉詳細…松戸史談会・神尾fl･41

- 2458番( 午 後のみ)

体 力 測 定

【〉日時… ３月12 日( 日)午 前９時

30分 ～正午

E〉会場…八ヶ崎第二小学校体育館

r〉対象…一般市民

E〉費用…無料

【〉申込み…当日会場で

※運動のできる服装で上履き用

の運動靴 を持参して下さい。

【〉詳細…体育指導委員・小暮公

41―2098 番

壮年体力テストと

軽スポーツ教室

r〉日時…３月19日(日)午前10時

～午後１時

E〉会場…小金原体育館

r〉対象…市民一般

r〉費用…無料

※軽装で上履き用の運動靴を持

参して下さい。

【〉申込み…当日会場で

E〉詳細…体育指導委員・篠崎昔

87―3336番

野球ルール審判講習会

r〉日 時…３月19 日( 日)午前９時

E〉会場…運動公園武道館会議室

(実 技は、午後１時から専修

大学松戸高校で)

【〉対象…一般市民( 初心者歓迎)

E〉費用…1,000 円( 昼 食代含む)

E〉申込み…当日会場で

c〉詳細…松戸市野球協会・高野

S41 ―9643 番

春休み親子映画

｢チョコレートエ場の秘密｣

期日 会　場 時　　　 間

3/21

(祝)

明 市 民
センター

１回目
午前10時～11時35分

２回目
正午～午後１時35分

３回目

午後２時～３時35分

28

(火)

五香市民
センター

4/2

旧）
東部市民
センター

E〉費用…600 円( 前売り)

【〉詳細…親と子のよい映画を見

る会・太BBS84 ―4759 番

スポーツ教室

|〉日 時…3 月゙12 日・26 囗の各日

曜日、午後１時～５時

[〉会場…東部小学校体育館

E〉対象…一般市民

【〉種目…健康体操・ソフトバレ

ーボール

【〉費用…無料

【〉申込み…当日会場で

※当日は、運動のできる服装で

上履き用の運動靴を持参して

下さい。

|〉詳細…体育指導委員・中川昔

92―5511 番

春風に誘われて…

療育 相談

E〉日時…３月９日(木)午後１時

～１時30分受け付け

E〉会場…松戸保健所

E〉対象…生後５ヵ月以上で、股

関節脱臼検診未受診者や整形

外科的な心配のある18歳未満

の人

※乳幼児の場合は、母子健康手

帳を必ず持参して下さい。

E〉申込み…電話で松戸保健所保

健指導課Q61 ―2121番へ

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41) 5101 ･ 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

New ／ スポーツ教室

E〉日 時…3 月10 囗(金)･16 日(木)･

17 日(金)･23 日(木)･24 日(金) 、

午後２時～４時

E〉会場…運動公園体育館

E〉対象…一般市民

[〉種目…ラージボール卓球

E〉費用…保険料600 円

E〉申込み…保険料を添えて社会

体育課へ

※当日は、運動のできる服装・

運動靴で

ソ フトバレ ーボール講 習会

【〉日時…３月９日・16 日 ・23 日

・30 日 の各木曜日、午後７時

～９時

【〉会場…小金原体育館

E〉対象…一般 男女

【〉費用…１回200 円

※運動のできる服装で上履き用

の運動靴を持参して下さい。

【〉申込み…電話で松戸市家庭婦

人バレーボール連盟・野口昔

43 ―5362 番へ

愛 の 献 血

期 日 会　場 時　間 主 催

3/131月)
J  R
松戸駅東口 午前10時

Ｓ

午後４時

松 戸 市

19旧）
西友

常盤平店前

松戸中央
ライオン
ズクラブ

【〉詳細…健康管理課業務係

救 急 医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を忘 れ ずに ／

◆夜間急病診療所( 毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　068-3756 番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　昔6HO 扣番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　 容6H Ⅲ 番

◆休日歯科診療所・午前9時～正午 衛生会館内　　　　a65 弓430番

国保松戸市立病院

子供の春期眼科検査は予約制

E〉期 間･‥３月20 日( 月)～ ４月12

日(水)

【〉内容…幼児( ３歳以上) 、小

･中学生の斜視、弱視、視力、

屈折異常 などの検査

E〉予約受付け…３月６日(月) か

ら、眼科外来で電話でのみ受

け付け ます( 先 着順)。

i〉受付時間･‥土・日・祝日を除

く午後２時～４時

E〉詳細…国保松戸市立病院眼科

外来S63 ―2171 内 線1134 番

E〉日時…３月11日(土)午後２時

～４時

E〉会場…松戸ひばり保育園

E〉内容…｢ 子供のしつけについ

て｣

l〉講師…日本総合愛育研究所・

星美智子氏

【〉費用…無料

E〉申込み…電話で松戸ひばり保

育園S46 ―0336番へ

日 本 脳 炎 予 防 接 種

日本脳炎の予防接種は基礎免

疫として、初回接種２回、追加

接種(翌 年) １ 回を行い、基礎免

疫終了後は、４年に１回追加免

疫を学校( 小学校３年、中学校

１年) で行います。

【〉申し込みをする人…４歳以上

16歳未満で基礎免疫または追

加 免疫を終了していない人で

問診票を持っていない人

※以前の問診票を持っている人

は、それが使用できますので

早めに受けて下さい。

l〉申し込まなくてもよい人…昭

和60年 ４月２日～61 年 ４月１

日生まれの人には初回接種２

回分、59年 ４月２日～60年 ４

月１日生まれの人には、追加

接種１回分の問診票をそれぞ

れ３月下旬に送りますので、

申し込む必要はありません。

ただし、３月１日以降に住

民登録をしている人は、必ず

申し込みをして下さい。

なお、61年４月２日以降に

生まれた人には、来年３月下

句に逐次送ります。

※車での来場は控えて下さい。

E〉詳細…保健衛生課予防衛生係

日　　 程　　 表

会　　 軈 期　　　　　　　　　　　　 日 時間

衛　 生　 会　 館 4/17(月) 4/2腟 5/1咽 5/24洌 6/6C火)6/191月) 7/17(月) ｱ/26冰）

午

後
１

時

15

分
Ｓ

午

後
２
時

30
分

五 香 市民センタ ー 4/1200 4/25C刈 6/2800 ｱ/11C火) 7/19W0

松飛台市民センター 4/41火)4/17G月) 6/50月)6/16R 6/26(1月)

小金北市民センター 4/12(水) 4/24C月) 7/5 團 ｱ/14瀏 7/21R

東 部 市民センター 4/11C火) 4/21R 6/21凶 7/4 次）7/13内

馬橋東市民センター 4/12凶 4/24(月) 7/4C火)ｱ/12C加 7/21愬

健 康 増進センター 4/5凶 4/18W0 6/14凶 6/27C火） ｱ/5 團

常盤平市民センター 4/19圉 4/28愬 5/12R 5/23C火) 6/2R 6/13(:火) 7/7 瀏 7/20W

明 市 民 セ ン タ ー 4/6PR 4/19冰） 6/29困 7/11C火) 7/20W

＼古ヶ倚市民センター 4/6困 4/1900 6/29困 ｱ/11C刈 7/20困

稔 台 市民 センター 4/1200 4/25㈲ 5/19R 6/1内 6/15附

小金原市民センター 4/7愬 4/20内 6/3腟 7/13'内 7/25CW

新松戸市民センター 4/1489 4/27困 5/9  C刈 5/1980 5/3100 6/9 廊 6/23R Z/7 圃

小 金 市民 センター 4/11W 4/21R 6/2 固 6/15内 6/23R

＼馬 橋 市民 センター 4/13困 4/26冰）5/12瀏 5/241:水) 6/700

六実市民センター別館 4/1朕 4/2朏 6/2 働 6/15困 7/6 困

二十世紀が丘市民センター 4/10泪） 4/21R 6/2謝 7/10(月) 7/1 TO

おしらせ

ほけん

えいせい
もよお
しもの
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